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概要

• DICOM用語と機能!
• HL7用語と機能!
• DICOMおよびHL7が，ヘルスケアワークフローの中で，
連携して取り組む方法は?

• IHEが，これに適応する方法は？



DICOMとHL7は共通の目標を持つ

• それらは電子ヘルスケア情報について下記を可能にする：
– 交換し，統合し，共有し，引き出すこと

• それらは下記をサポートする：
– 医療とその管理
– ヘルスケアサービスの実施と評価

• それらは下記を可能にするために特に作成された：
– 融通性，高い費用効率の手法，指針，方法論，関連サービス
– ヘルスケア情報システム間の相互運用のために



DICOM規格

• DICOMは下記をカバーする：
– ネットワーク上の通信プロトコル
– 交換可能媒体を経由した通信
– データの内容
– 機能的アプリケーションサービス
– 装置を横断した画像の一貫した表示
– セキュリティと構成管理
– 医師の定義したルックアンドフィールによる表示（ハンギング
プロトコル）

– 関係した情報の識別とグループ化（構造化報告）
– など



DICOM規格

• DICOMは下記はカバーしない：
– 実装に関係するもの

• データベース構造
• プログラミング言語
• ハードウェア
• オペレーティングシステム
• など

– どの方法でどのデータを処理するか
– GUI設計



ＤＩＣＯＭメッセージ／ファイルの内容
（情報オブジェクト定義－ IOD）

モジュール 属性情報エンティティ



ネットワークまたは媒体を経由したDICOM転
送



DICOM機能的サービスグループ



機能的DICOMアプリケーションサービス
（SOPクラス）

• DICOMはネットワーク上で多くの機能をサポートする：
– CTは保管のために遠隔アーカイブにＣＴ画像を転送している
– MRワークステーションはハードコピーフィルムの印刷のために部門のフィ
ルムプリンタに12画像とフィルムレイアウトを送る

– 超音波装置は，次の8時間に予約されているすべての患者のリストを，予
約患者の各々に実行する手技と共に，放射線部門情報システム(RIS)に
問い合わせる

• DICOMは，様々なアプリケーションに対して交換可能な媒体上
で，データの保存をサポートする：
– 患者が彼女のかかりつけ医に持っていくことができるように，技術者は患
者のディジタルＸ線画像をCDに格納する

– 放射線専門医は， （利用できるネットワークはないので）コンサルテーショ
ンのために他の放射線専門医にDVDに記録したマンモグラフィ検査を送
る



サービスクラス

• サービスクラスは共通に機能するSOPクラスのグルー
プである

– 保存サービスクラス
– 印刷管理サービスクラス
– 検査管理サービスクラス

• サービスクラスは， DICOM適合性であることを主張す
る製品によって， DICOM適合性宣言によって，定義さ
れ，そして厳守されなければならないルールと挙動を
持っている



DICOMによるネットワークアドレス指定

アソシエーション／折衝

ノードレベル
セキュリティ

ＣＴ 構成ファイル ワークステーション 構成ファイル



典型的なネットワーク流れ

アソシエーションを起動したAEだけがそれを解放することができる。
しかしながら，どちらのAEもA-ABORTを起動することができる



ネットワーク上のDICOM機能の提供者と利用者

• サービスクラス提供者（ＳＣＰ）：
– 特定のDICOM機能（ＳＯＰクラス）にサービスを提供するアプリケーション
– したがって，DICOMプロトコルを利用してネットワーク上でCT画像を受信
し，それらの受信したCT画像をそのデータベースに格納できる装置は，
DICOM用語で次のように呼ばれる：

• CT画像保存SOPクラス
• それは，SCPのネットワーク役割を実行する，
• そして，保管サービスクラスのルールに従う。

• サービスクラス利用者（ＳＣＵ）：
– 特定のDICOM機能（ＳＯＰクラス）を使用するアプリケーション



DICOMネットワーク役割

• 成功した通信－製品は「相対する役割」を実行する
– 画像を受信する＝サービスクラス提供者(SCP)
– 画像を送信する＝サービスクラス利用者(SCU)

すべてのDICOM機能に対してネットワーク役割は定義されている



DICOM 媒体交換

• DICOMDIR
– DICOM媒体に必要とされる「ディレクトリファイル」
– CD，DVD，MOD，フラッシュメモリなどにあるDICOMファイルのリストへ
のポインタを含んでいる。

– CD，DVDなどから，DICOMファイルを位置決めし，ロードするために使
用する。

– メタヘッダー（グループ2）＋ディレクトリ属性（グループ4）＋探索のための
キー属性（通常のデータセット属性）を持つファイルである

• DICOM File
– メタヘッダー（グループ2）+ データセットを持つファイルである
– それはDICOMDIRによってポイントされる
– それは，拡張のない1～8文字のファイル名を持つ



DICOM 媒体交換

• アプリケーションプロファイルは，媒体を交換するために，特定
コンテキストに適用可能な選択肢の選択を定義する（例えば，
心臓プロファイル－ 512 画素Ｘ線血管造影，無損失JPEG，
CD-R）

• プロファイルは媒体の能力を「折衝する」
• 二つ以上のアプリケーションプロファイルが特定媒体に存在す
ることがある

• 装置は，次の役割の一つ以上をサポートすることがある：
– ファイルセットクリエーター(FSC) ―新しい媒体を初期化し，SOPインス
タンスを記録する

– ファイルセットリーダー(FSR) ―医用ディレクトリを読み出し，SOPインス
タンスを選択する

– ファイルセットUpdater (FSU) ―媒体上の医用ディレクトリとSOPインスタ
ンスを読み出し，更新する



ネットワークと媒体交換

• 共通画像タイプ
– 単一画像，モノクローム

– 単一画像，カラー

– マルチフレーム

• 画素データに埋め込まれた複数画像フレーム
• 一つのデータセット（メッセージ／ファイル）は複数画像を含むことができる
• モノクロームまたはカラーが可能

• データセット符号化
– 非圧縮画素データ（転送構文＝暗黙的ＶＲリトルエンディアン（ネットワーク上でのみデフォル
ト），明示的ＶＲリトルエンディアンおよび明示的ＶＲビックエンディアン）

– 圧縮画素データ，明示的ＶＲリトルエンディアン符号化のみ

• JPEG 無損失
• 損失のあるJPEG
• RLE（ランレングス符号化）
• JPEG 2000（ウェーブレットによる）

– 圧縮データセット

• 圧縮した明示的ＶＲリトルエンディアン（パブリックドメイン「ZIP」フォーマット）



ネットワークと媒体によるDICOM転送

転送構文は暗黙的ＶＲ
リトルエンディアンではない

デフォルト転送構文は暗黙的
ＶＲリトルエンディアン

媒体転送

ネットワーク転送



DICOM適合性宣言

• それは必要である！
• それは公開された文書である
• それは製品のDICOM機能を伝える
• それはDICOM用語に基づく

• 抽象構文（ＳＯＰクラス），
転送構文，SCU/SCP…..

• それは接続性を比較するために使用される
• それはしばしばベンダーのWebにある。
• それは，アプリケーションの能力のすべてを扱うと
は限らないが，アプリケーションのDICOMに関す
るすべてを扱わなければならない

相互運用性に向けての主要ステップ



HL7規格

ヘルスレベルセヴンテキストに基づいたメッセージ

• イベントが発生した時，メッセージは送られる
• 患者は検査のために登録される
• オーダーは検査のために発行される
• 患者は病院に到着する
• 検査完了（請求の準備ができている）

• メッセージを必要とするところで，メッセージを取得する方法
• 通常はネットワーク経由で（無線通信を含む，イーサネット上のTCP/IPま
たはいずれかのハードウェア通信プロトコル）

• 多くはインタフェースエンジンを経由する
– 介在アプリケーションは，ある解釈から別の解釈にHL7メッセージを
写像することができる。そして，それは， HL7メッセージを必要とする
すべての目的地へ送ることができる。



入院患者として患者を入院させるための

HL7メッセージ



前のメッセージの符号化必要条件 - ADT＾A01 v2.4





PACSのために使用される主なHL7メッセージ

• ADT –入院，退院，転院のメッセージ
– 特定検査のために患者を登録するために使用する
– 病院に患者を入院させるために使用する
– 病院から患者を退院させるために使用する

• ORM -オーダーのメッセージ
– 特定検査をオーダーするために使用する

• ORU -報告メッセージ
– 報告書を必要とする場所へ送るために使用する



画像にHIS/RIデータをリンクする

モジュール 属性情報エンティティ



e-ヘルスワークフロ

・ 被照会者／
オーダー

・ 支払

・ 画像
・ 報告書
・ 請求



サンプルワークフロー



IHE 

ヘルスケア企業体を統合する

ヘルスケア企業体におけるシステムの統合を

促進し，サポートするイニシアチブ

情報の流れを改善することによって臨床実務の効率と有効性を改
善する

IHE情報はSCAR2003 IHE展示のスライドから部分的に抽出した



IHEはなにか?

• ヘルスケアシステム間の標準に基づいた通信
• HL7 とDICOMはこれらの標準の二つである

• アクター：システム間で通信役割を実行する

• トランザクション：システム間で送られるメッセージ

• 統合プロファイル：特定ワークフローを実行するアクターとトラン
ザクションのグルーピング



IHEの使用法

• 統合プロファイル
– 放射線科，情報技術，心臓学，検査室，放射線腫瘍学など
の特定ワークフローをサポートする統合ソリューション

• 利用者とベンダーのコミュニケーション
– 統合プロファイルは議論のために共通語を提供する

• 製品内に必要とする特定臨床機能を指定することを支援する
• それらの臨床機能を遂行するために送信するか受信しなければなら
ない種類の情報を識別することを支援する



IHEはヘルスケアワークフローに
現実性をもたらす

• それは規格でないが，規格を利用する。
• それは実際に扱いにくいワークフロー問題を解こうとする青
写真である。

• IHEには巨大な知的財産があり，そして，問題への完全なソ
リューションがある。

• 経験と知識を利用することは自由である。
• 多くの方法で，IHEは，過去十年間にソフトコピーに進むこと
を試み，そして多くの障害に衝突した，すべての人々から学
んだレッスンである



DICOMは単独で動作しない！

多くの標準とイニシアチブが，我々のヘルスケア環境内の
電子情報ワークフローを我々が実装するのを

助けるために共同で作業する

DICOMはそれらの標準のまさに一つである


